
ふるどのこども園餅つき体験
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〜令和６年（2024 年）〜〜令和６年（2024 年）〜

年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

希望の持てる飛躍の年に希望の持てる飛躍の年に

みんながいつも元気でいられる活気あふれる町にみんながいつも元気でいられる活気あふれる町に

令和６年の新春にあたり、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。
町民の皆さまには、穏やかな新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。

また、日頃より、町議会に対しましてご理解とご協力を承り厚く御礼申し上げます。
昨年を顧みますと、ロシアのウクライナ侵攻に続く、ハマス・イスラエル紛争

の激化、世界的な異常気象などの一方で、３年余り続いた新型コロナ感染症が 5類
に移行し、ようやく落ち着きをみた年でありました。

社会活動にも大きな変化をもたらし、経済活動が活発になりインバウンド需要が高まる中、諸物価も
前年にもまして高騰し、非常に生活が苦しくなっております。しかしながら、八幡神社の笠懸・流鏑馬
や地域の各種イベント等も復活し、道の駅など町内にもコロナ前の活気が出てまいりました。

議会としましても、12 月定例会議において議員定数を変更し、条例定数を 12 名から 10 名に削減す
る議員発議が提出され、賛成多数により可決されました。

議会自体も町民とともに、自助努力により町の発展に努めていく考えであります。町の未来を担う子
供たちの育成や高齢者の生きがい、そして町民の幸せのため、議員ひとりひとりが皆さまの考えに寄り
添うとともに、一緒になって活気あふれる町づくりへの参画に努力してまいる所存であります。

新年が、町民の皆さまにとりまして、安心して生活できる、健康で明るい、希望の持てる飛躍の年と
なりますよう祈願し、年頭のあいさつといたします。

町民の皆様に謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
旧年中、皆様には町政について格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げ

ます。
令和６年は、古殿町第７次振興計画（10か年計画）の５年目にあたります。
この計画は、『みんながいつも元気でいられる活気あふれる町』を古殿町の将来

像に掲げ、人づくり、健康・生きがい、安心・安全、産業の４つの分野で、10年後
にありたい古殿町の姿を描き、町民の皆様には「古殿町に住んで良かった」、「これ
からも住み続けたい」、町外の方には「住んでみたい」と感じていただけるような魅力あふれる町づくり
を実践する内容です。

昨年は、一昨年に引き続き町民の方が主体となって行う地域イベント「フルドノタイム」や「憩いの
森フェスタ」、５年ぶりに古殿八幡神社例大祭の笠懸・流鏑馬奉納が行われるなど古殿町の魅力を数多く
町内外に発信できたと感じております。

本年も物価高騰や人口減少、少子化など多くの行政課題が山積しておりますが、他町村にも誇れる子
育て支援策や伝統文化など古殿町の魅力を最大限に町内外に発信し、交流人口の拡大や定住促進に向け、
引き続き努力してまいります。

今後とも町政に対する皆様のご理解とご協力をお願い申し上げるとともに、本年が皆様にとりまして、
輝かしい１年となりますよう心からご祈念申し上げ、年頭のごあいさつといたします。

 議　長

緑　川　栄　一

 町　長

岡　部　光　徳
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年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

古殿町の御発展をお祈り申し上げます古殿町の御発展をお祈り申し上げます

東京ふるどの会 会長
鈴   木　 驍

実り多き１年に実り多き１年に
町民の皆様、新年おめでとうございます。日頃より町教育行政に対し、深いご

理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。
令和２年１月横浜港に入港した豪華客船に始まった新型コロナウイルス感染拡

大から３年５カ月後の昨年５月から５類移行となりました。とはいえ最近ではコロ
ナとインフルエンザが同時に発生していますので予断を許さないところです。

この状況の中で感染症の防止策を講じながら学校の教育活動や公民館行事が
徐々に再開され始まりました。古殿小学校の運動会も人数制限無しでおじいちゃん、おばあちゃんも喜
んで声援を送る姿が見られました。古殿中学校においては玲瓏祭が４年ぶりに学校の体育館で開催され
ました。このようにコロナ前に戻ることで児童生徒の一生懸命頑張る姿が観る人を和ませてくれました。

文化祭も従来の内容で開催され作品展示、意見発表会、芸能祭、チェンソーアートショーや出店があ
り町内外から訪れた人たちに文化の秋を堪能していただきました。このように行事が開催されることで
作品出品や意見発表、芸能祭発表に意欲を燃やし、観る人たちに笑顔や感動を与え、行事を催すことの
意義と大切さを感じた次第です。

今年も学校教育、社会教育、家庭教育のさらなる充実を図って、総合的な教育行政を推進して参りた
いと思いますので、今後も引き続き教育行政へのご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
町民の皆様にとって実りの多い１年となりますことを願って新年のごあいさつといたします。

 教　育　長

渡　邊　宏　文

今年も良い一年となりますように今年も良い一年となりますように

古殿町の皆様、東京ふるどの会の皆様あけましておめでとうございます。
昨年は東京ふるどの会創立 40 周年を迎える事ができました。
昨年も新型コロナウイルス感染症の影響で総会、交流会等を中止せざるを得ない

と考えておりました。しかし、新型コロナウイルス感染症の感染症上の位置付けが
５類感染症となり、対策が緩和されたことにより、役員会で話し合い、総会もしば
らく開催を中止していたので会員交流会を開催したいと意見があがり、創立 40 周年
交流会開催を決定した次第です。

古殿町役場をはじめ町の方々にもお世話になりました事大変感謝致します。おかげさまで交流会が盛
大に開催できました。特に岡部町長、緑川議長等に出席いただきました事、会員も大変喜んでおり、役
員一同厚く御礼申し上げます。

創立 50 周年を目指し東京ふるどの会を盛り上げますので、よろしくお願い申し上げます。
最後に古殿町の益々の御発展をお祈り、新年の御挨拶といたします。
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RIZAP× ふるどの
10歳若返りプロジェクト

令和５年度 RIZAP 健康づくり事業
『ハッピーセカンドライフプログラム』

成果報告
3ヵ月全 8 回のプログラムが、11 月 21 日（火）をもちまして終了となりました。30 名
のプログラム参加者が、10 年後、20 年後も元気に活動的に過ごすために竹田津瑛信先
生指導のもと食生活の見直しや様々な運動に取り組みました。その結果、参加者全員が
体力年齢若返りに成功しました。

　８回のプログラムの中で、参加者は、積極
的に竹田津先生に質問をしたり、参加者同士
で連絡を取り合い運動の成果を報告しあった
り、互いに励まし合ったりしながら、真剣に取
り組みました。
　最終日は、今までのプログラムを通しての
振り返り、運動の総復習、体力年齢の測定を
行いました。運動に取り組む姿は、初回に比べ、
きれいなフォームを保ち、回数や時間を増や
してもスムーズにできるようになりました。
　体力年齢も若返り、自信に満ちた表情の参加者へ竹田津先生から修了証が手渡されました。参加者
からは「動きが軽くなった」「継続して運動を続けたい」などの声がありました。若返った体を今後も維
持しながら、セカンドライフを楽しみ、健康長寿を目指していけることと思います。

参加者平均－９歳の若返りに成功！実年齢より10歳以上若返った参加者も‼
項目別でも成果あり。軽やかに、柔らかく、そして力強い体へ変化。

▲修了証を持ち竹田津先生と一緒に記念撮影

　３カ月間お疲れ様でした。
　慣れない動きや少しきついトレーニングもあったと思いますし、今までの生活習慣
から新たな生活習慣に変えていくことは容易ではなかったと思います。
　そんな中でも皆さんの１つ１つのチャレンジと実践が皆様の体と心を変えるきっか
けになったと思います。
　ここからがスタートです。出来ることからで構いません！自分のため、そして大切
な方のために、今回のプログラムで得た物を活用し、皆様がいつまでも健康で自己実
現に溢れた人生を送って頂けることを心から願っています。ありがとうございました。

　  竹田津先生から参加者へメッセージ

初回 最終

体力年齢 62 歳 53 歳

62

59

55

52

48
初 回 最 終

体力年齢

平均
ー９歳

歳
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令和５年度生活発表会令和５年度生活発表会
　12 月２日（土）、ふるどのこども園で生活発表会が行われました。
　園児たちはこの日のためにたくさん練習をして、元気に歌・踊り・劇を披露してくれました。
　ぞう組の発表は、インフルエンザ感染者多数のため 12 月 14 日（木）に延期になりましたが、
笑顔いっぱいに遊戯を披露してくれました。

スターラブレイション
ぞう組女児（５歳児 )

パラダイス銀河　
ぞう組男児（５歳児 )

アロハ・エ・コモ・マイ
きりん組女児（4 歳児 )

モンスターディスコ
きりん組男児（４歳児 )

Ｂａｂｙ　ｙｏｕ
ぱんだ組女児（３歳児 )

全力キング
ぱんだ組男児（３歳児 )

だるまさんが大変身！
りす１・２組（１歳児 )

サンサンたいそう　
うさぎ１組（２歳児 )
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　８月８日（火）から青森県で開催された令和５年度東北中学校体育大会第 51 回東北中学校ソフトテニ
ス大会女子団体に出場し、ベスト８と優秀な成績を収めた木川綾華さん（学校法人石川義塾中学校２年）
の報告会が 11 月 22 日（水）に役場で開催されました。
　木川さんへ岡部町長から激励金が手渡されました。その後、木川さんから「ベスト８まで進むことがで
きて嬉しかったです」と大会での結果の報告がありました。

令和令和５５年度東北中学校体育大会第51回東北中学校年度東北中学校体育大会第51回東北中学校
ソフトテニス大会出場選手報告会ソフトテニス大会出場選手報告会

第42回全国児童画コンクール・毎日小学生新聞賞受賞報告第42回全国児童画コンクール・毎日小学生新聞賞受賞報告

町町のの

できごとできごと

町町

　12 月６日（水）、第 42 回全国児童画コンクールで毎日小
学生新聞賞を受賞した大樂千陽さん（古殿小学校５年）が
岡部町長へ受賞の報告に訪れました。
　「全国児童画コンクール」は、絵画を通じて児童の情操教
育を応援することを目的に昭和 57 年から行われており、今
年は全国から約 49 万作品の応募があり、その中での受賞と
なりました。

左から渡邊教育長、大樂さんの母・仁美さん（田口）、
千陽さん、岡部町長▶

　12 月６日（水）、古殿小学校及び古殿中学校で、町防犯ポスターコンクールにおいて最優秀賞を受賞し
た児童・生徒の表彰式が行われ、岡部町長と矢内義雄防犯連絡責任者連絡会長から表彰状と記念品が手渡
されました。
　本コンクールは、毎年、古殿町防犯連絡責任者連絡会及び古殿町防犯協会主催で町民に広く防犯の意識
を持ってもらうことを目的に開催されております。
　作品は、広報ふるどの 11 月号に掲載しておりますので是非ご覧ください。

古殿町防犯ポスターコンクール表彰古殿町防犯ポスターコンクール表彰

▲︎左から岡部町長、中学校３年岡部仁美さん、２年佐川柚
葉さん、１年水野梨音さん、矢内防犯連絡責任者連絡会長

▲︎後列左から岡部町長、小学校６年遠藤快斗さん、５年渡
辺望叶さん、４年本郷和さん、矢内防犯連絡責任者連絡会長、
校長岡部史則先生、前列左から３年野崎拓海さん、２年岡
部結成さん、１年本郷愛茉さん

左から渡邊教育長、
木川さんの妹・
桃華さん（竹貫）、綾華さん、
父・篤史さん、岡部町長

◀︎
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【教育目標】自ら学び　心豊かにたくましく生きぬくとともに　ふるさとを愛する児童の育成

古小だより古小だより

めざす子ども像

５つのいっぱい

＊本校の教育活動の様子は、ＨＰでも是非ご覧ください。

 食に関する指導（１年生、３年生、 ６年生）
　古殿町の栄養士と保健師による食に関する学習を行いました。１年生は「たべもののひみつ
をしろう」、３年生は「バランスよく食べる大切さを知ろう」、６年生
は「正しい生活リズムを理解し、栄養バランスを考えて食を選択する
力をつけよう！」というテーマで行いました。食に対する関心を高め
るとともに、学年に応じて正しい知識や望ましい食生活について学ぶ
ことができました。

　芸術を鑑賞、体験することを通して、その良さや素晴らしさ、美しさ、
楽しさに触れることを目的に、芸術鑑賞教室を行いました。今回は、株
式会社萬狂言さんにご来校いただき、全校生で狂言を鑑賞しました。萬
狂言さんは、東京をはじめ、関東や北陸、関西、九州など、全国各地、さらには海外でも公演しているとのことでした。
「柿山伏」と「附子」という２つの題目の狂言を鑑賞しました。また、代表児童３名が「兎」という狂言に共演をしま
した。さらに各学年から２名ほどが「きのこ」の動き、そして、全校生が木から柿をとって食べる動きを体験しました。
とても貴重で、楽しい時間を過ごすことができました。

芸術鑑賞教室

　１年生は、ムシテックワールドに出かけました。自然の中で遊んだり、植物などに触れたり
することで自然に親しむとともに、科学的な実験をしたり、身近な素材を利用した工作を楽し
んだりしました。２年生は、公民館を訪問させていただきました。館長から、公民館の役割に
ついてお話をいただいた後、館内を見学させていただきました。３年生は、豊国酒造さんを訪問させていただきました。
酒蔵を見学させていただきながら、日本酒ができるまでの工程などについて説明をいただきました。どの学年も、とて
も充実した校外学習となりました。

 校外学習（１年生、２年生、３年生）

　地域の皆様には、本校の教育活動に深いご理解と多大なるご協力、ご支援をいただき、ありがとうございました。12
月 22 日（金）に２学期終業式を行い、１月８日（月）まで冬休みとなります。３学期もどうぞよろしくお願いします。

◆地域の皆様へ◆

 歯科衛生士さんによる歯科指導
　歯科衛生士さんにご来校いただき、歯科指導を全学級で実施しました。
１年生は「歯のおうさまを大切にしよう」、２年生は「みがきにくい歯
のみがきかたを知ろう」、３年生は「歯の種類と働きを知ろう」、４年生
は「どうしてむし歯ができるのかを知ろう」、５年生は「むし歯の予防と歯肉炎について知ろう」、６年生は「かむ力と
健康のかかわりについて知ろう」というテーマで行いました。歯科衛生士さんから丁寧に分かりやすくご指導をいただ
きました。むし歯や歯肉炎の予防、歯の正しい磨き方、歯や口の健康を保つために大切なことなどについて学ぶことが
できました。
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古中だより「坂道」古中だより「坂道」

祝！地区弁論「最優秀賞」
11 月 15 日（水）、石川中学校で「第６２回石川地区中学校弁論大会」が行われ、学校

代表として出場した青柳優菜（３の１）さんが見事、「最優秀賞」を獲得しました。石川
地区の大会なので、石川義塾中学校も参加していました。審査の観点は４つありました。
（論旨、表現力、感銘度、態度）当日、全ての学校の弁論を聴きましたが、論旨（弁論の
内容）や感銘度（どの程度、聞き手の心を揺さぶるか）の観点においては 1 番良く、青
柳さんの発表が１番かなと感じていましたがその通りになりました。

話は変わりますが、今回で 62 回目という歴史の深さと大会主催者が石川中学校ＰＴＡであるということに、この
大会の案内を初めて見聞きした時、とても驚きました。どういった経緯でこの大会が始まったのかを石川中学校に
関わりのある先生方に聞いても、皆さん分からないとのこと。他にも、浅川中学校では、ＰＴＡ主催の野球大会が
ありますが、こちらも今年で 75 回を数えます。このようなことから、昔から石川地区はＰＴＡ活動がとても盛んだっ
たことがうかがえます。「地域の子どもは地域で育てる」といった精神が今現在も根付いている地域だと、また１つ
勉強になりました。

めざす生徒像
 （知）自ら学ぶ生徒
 （徳）礼儀正しく思いやりのある生徒
 （体）心身ともに健康な生徒

１年生は、11 月 14 日（金）から２泊３日の「語学研修」を天栄村にあるブリティッ
シュヒルズで行いました。日本に居ながら英国の文化や歴史等も学ぶ異文化体験活
動です。この中には語学研修も含まれ、レッスン中は「英語オンリー」。四苦八苦し
ながらも、自分の知っている英単語とジェスチャーを使ってコミュニケーションを
図ろうと一生懸命な姿を見ることができました。他にも、テーブルマナーの講習を
受け、実際にコース料理食べたり、ショッピングを楽しんだりしました。

充実した「ブリティッシュヒルズ研修」

 第 62 回石川地区中学校弁論大会おめでとう！　 最優秀賞　青 柳  優 菜（３の１）

11 月 23 日（木）は、卓球の県大会（新人戦）の団体戦（男女）が須賀川市で行
われました。先の県南大会で男女とも優勝し、本大会に臨みました。
男女とも予選リーグを順調に突破し、決勝トーナメントに進出しましたが、組合

せ抽選の結果、男子は優勝した郡山二中に準々決勝で対戦し惜敗。女子は、強豪校
を次々に撃破し決勝戦へ進出。奇しくも決勝戦は県南勢の対決となりました。試合
を終えた男子も応援に参加し、総勢 30 名近くの大応援団で女子に声援を送りました。
試合は惜しくも敗れはしましたが、応援に関しては「古中大応援団」が間違いなく
優勝でした。

祝！女子「第２位」男子「県新人ベスト８」

令和 5 年度 第 52 回福島県中学生新人卓球大会 おめでとう！
○ 男子団体　予選リーグを突破し、決勝トーナメント

１回戦 福島四中 ３－２勝利

準々決勝 郡山二中 ０－３惜敗（ベスト８）

１回戦 向陽中 ３－２勝利

準々決勝 平一中 ３－２勝利

準決勝 喜多方三中 ３－２勝利

決勝 東北中 １－３惜敗（準優勝）

○ 女子団体　予選リーグを突破し、決勝トーナメント
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12 月 3日（日）町公民館にて親子料理教室を実施しました。
町健康管理センターの鈴木栄養士、食生活改善推進員会（みらくる会）

の方々を講師に招き、大豆ミート入りミートパイ、具だくさんスープ、い
ちごのクリスマスムースパフェを作りました。

参加された方から、「作るのがたのしかった！」と感想をいただきました。

10 月 14 日 ( 日 ) から第１０回市町村対抗ソフトボール大会が、相馬光
陽ソフトボール場 ( 相馬市 ) で開催されました。

古殿町は初戦に会津若松市と対戦。水野勇人選手 (論田 )のタイムリー、
久保木聖人選手 ( 下松川 ) がランニング本塁打を放ちましたが、善戦むな
しく５ー 13 で敗れました。

選手のみなさん、お疲れ様でした。

力投する矢内直樹選手 (竹貫 ) ランニング本塁打を放った久保木聖人選手 (下松川 )

楽しく調理！楽しく調理！
クリスマスクッキング！クリスマスクッキング！

文化芸術鑑賞会文化芸術鑑賞会
11 月 23 日（木）に東京都の東急シアターオーブにて、文化芸術鑑

賞会を開催しました。
今回は 18 名が参加し、ミュージカル「天使にラブ・ソングを」を

鑑賞しました。
ミュージカルの楽しさが詰まった作品でしたので、あっという間の

３時間でした。

 

編集  古殿町公民館
電　話　5 3ｰ2305
ＦＡＸ　5 3ｰ2500

≪ 3 つの運動≫

1 .時間を守りましょう

2 .自然を大切にしましょう

3.あいさつをしましょう

ふ  れあいは、
親子で話す明るい家庭

親子話し合い  
る  ールを守って楽しい生活

生活規律確立  

ど  んなときでもかけあおう
元気なあいさつ

町民皆あいさつ  
の  ぞましい子ども育てよ

愛の一声
愛 の 一 声  

青少年育成町民会議

第 786 号
（2024 年 1号）
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10 月 14 日 ( 日 ) から第１０回市町村対抗ソフトボール大会が、相馬光
陽ソフトボール場 ( 相馬市 ) で開催されました。

古殿町は初戦に会津若松市と対戦。水野勇人選手 (論田 )のタイムリー、
久保木聖人選手 ( 下松川 ) がランニング本塁打を放ちましたが、善戦むな
しく５ー 13 で敗れました。

選手のみなさん、お疲れ様でした。

第 35 回 第 35 回 市町村対抗市町村対抗
福島県縦断駅伝競走大会福島県縦断駅伝競走大会

11 月 19 日 ( 日 )、第 35 回ふくしま駅伝が行われました。
今大会の古殿町チームは、８〜 16 区間のみを走る「オープン参加」での参加となりました。強風

の中選手９人がベストを目指し古殿町の代表選手として力走しました。
解団式では、監督が成績を発表し団旗の返還、選手への記念品贈呈が行われ、選手を代表して根本

昌典選手から感謝の言葉が述べられました。また、選手一人ひとりから、大会に参加した感想や来年
に向けての抱負等が述べられました。選手の皆さんお疲れ様でした。

力走する佐川胤美選手

各区間の選手とタイム

最長距離を走る水野大道選手

皆さんお疲れ様でした！

団旗を返還する水野輝政監督

8 区
9 区

10 区
11 区
12 区
13 区
14 区
15 区
16 区

4.1km
3.0km

10.6km
3.9km
7.0km
4.8km
5.7km
3.4km
8.4km

16 分 19 秒
12 分 14 秒
36 分 50 秒
17 分 47 秒
25 分 57 秒
18 分 59 秒
22 分 03 秒
13 分 26 秒
28 分 09 秒

水 野　 蓮
水 野 梨 音
水 野 大 道
大 竹 音 々
根 本 昌 典
野 崎 友 大
佐 藤 颯 亮
佐 川 胤 美
本 郷 幸 平
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少
年
の
主
張

少
年
の
主
張  

①①

ず
っ
と
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

　
　 

古
殿
小
学
校
五
年
　
窪
木  

か
な
と

　
テ
レ
ビ
か
ら
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦

争
の
話
を
聞
く
た
び
に
、
心
が
痛
み
ま
す
。

早
く
終
わ
っ
て
ほ
し
い
と
、
悲
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
ぼ
く
は
、「
悪

ま
が
落
と
さ
れ
た
」
と
い
う
、
シ
ョ
ッ
ク
な

言
葉
を
目
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
、こ
の
「
昭

和
二
十
年
八
月
六
日
」
と
い
う
本
で
し
た
。

  

こ
の
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
は
、
広
島
市

に
原
子
ば
く
だ
ん
が
落
と
さ
れ
た
日
で
す
。

こ
れ
を
落
と
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で
、
落
と

し
た
理
由
は
二
つ
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
一
つ

は
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後
に
、
世
界
で
一
番

大
き
な
力
を
持
つ
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
だ
け

で
、
日
本
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
世
界
で
初
め
て
作
る
こ

と
に
成
功
し
た
、
原
子
ば
く
だ
ん
を
使
っ
て

み
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
実
験
だ
っ
た
ら
し
い

の
で
す
。
ま
た
、
広
島
市
を
ね
ら
っ
た
理
由

は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
日
本
の
兵
隊
さ
ん

が
、
そ
こ
に
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
し
た
。

な
ん
て
勝
手
な
の
で
し
ょ
う
。
な
ん
て
ひ
ど

い
こ
と
を
す
る
の
で
し
ょ
う
。
自
分
の
国
に

同
じ
こ
と
を
さ
れ
た
ら
ど
う
思
う
の
で
し
ょ

う
。
決
し
て
、
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

  

こ
の
む
ご
い
実
験
で
、
幸
せ
な
生
活
を
う

ば
わ
れ
た
家
族
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
矢
島

旅
館
の
三
姉
妹
と
、
年
明
さ
ん
と
い
う
少
年

で
す
。
当
時
十
五
才
だ
っ
た
年
明
さ
ん
は
、

少
年
飛
行
兵
に
な
り
、
戦
争
へ
行
き
ま
し
た
。

ま
だ
、
中
学
生
な
の
に
、
お
国
の
た
め
だ
と

戦
争
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
な
ん
て
、
ぼ

く
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。お
姉
さ
ん
た
ち
は
、

た
く
さ
ん
の
夢
や
、
こ
れ
か
ら
幸
せ
に
な
れ
る

日
が
待
っ
て
い
た
の
に
、
一
し
ゅ
ん
で
う
ば
わ

れ
、
命
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
年
明
さ

ん
は
広
島
市
か
ら
、は
な
れ
た
と
こ
ろ
に
い
て
、

命
は
助
か
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
も
、
年
明
さ
ん
は
、
こ
の
当
時

の
様
子
を
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
語
り
か
け
て

い
ま
す
。
必
ず
最
後
に
、
聞
い
て
い
る
人
た
ち

に
、
い
れ
い
ひ
に
き
ざ
ま
れ
て
い
る
、
ち
か
い

の
言
葉
を
伝
え
ま
す
。
そ
れ
は
、

『
安
ら
か
に
ね
む
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
や
ま
ち

は
く
り
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
…
』

と
い
う
言
葉
で
す
。
ぼ
く
は
、
戦
争
は
絶
対
し

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
戦
争
は「
だ
め
」

と
強
く
言
い
た
い
で
す
。

　
ぼ
く
の
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
戦
争
で
広

島
に
行
っ
た
と
聞
い
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
兵

隊
と
し
て
戦
争
に
行
き
、
年
明
さ
ん
と
同
じ
よ

う
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は
も
う
い
な
い
の

で
、
直
接
話
を
聞
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
そ
う
聞
い
て
い
ま
す
。
も

し
、
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
生
き
て
帰
っ
て
こ

れ
な
か
っ
た
ら
、
ぼ
く
は
こ
こ
に
い
な
か
っ
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
広
島
の
人
の
つ
ら
い
経

験
を
考
え
る
と
、
ぼ
く
が
今
こ
こ
に
い
る
こ
と

は
、
す
ご
い
こ
と
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。
今

回
、
こ
の
「
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
」
と
い
う

本
を
き
っ
か
け
に
、
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ

と
を
家
族
み
ん
な
で
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
戦
争
で
大
変
な
時
代
で
し
た
が
、
家
族
み

ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
、
励
ま
し
な
が
ら
生
活
し

て
き
た
こ
と
を
聞
い
て
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し

た
。
写
真
で
し
か
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ひ
い

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
近
く
に
感
じ

た
気
が
し
ま
し
た
。

  

戦
争
が
終
わ
っ
た
後
に
は
、
家
が
こ
わ
れ
、

悲
し
み
や
苦
し
み
、
う
ら
み
…
な
ど
し
か
残
り

ま
せ
ん
。
心
の
底
か
ら
、
早
く
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
戦
争
が
終
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
戦
争
は
ぜ
っ
た
い
に
起
こ
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
を
、
ぼ
く
は
強
く
言
い
た
い

で
す
。
ま
た
、
ぼ
く
が
大
人
に
な
っ
た
ら
、
ぼ

く
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
、
い
や
世
界
中
が
、「
ず
っ

と
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
願
い
ま
す
。

ど
う
か
、二
度
と
戦
争
が
お
き
ま
せ
ん
よ
う
に
。

 

幸
せ
に
な
る
た
め
に

　
　
　  

古
殿
小
学
校
六
年
　
水
野
　
真
奈

　「
み
な
さ
ん
は
、
今
、
幸
せ
で
す
か
。」

　
世
の
中
に
は
、
幸
せ
な
人
と
幸
せ
じ
ゃ
な
い

人
が
い
ま
す
。
幸
せ
じ
ゃ
な
い
人
は
ど
う
し
た

ら
幸
せ
に
な
れ
る
の
か
、
ま
た
、
幸
せ
な
人
は

ど
う
や
っ
て
幸
せ
に
な
っ
た
の
か
、
私
は
考
え

ま
し
た
。
な
ぜ
こ
の
こ
と
を
考
え
た
か
と
言
う

と
、
夏
休
み
に
見
て
い
た
テ
レ
ビ
の
中
で
、
何

不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い
る
の
に
、「
幸
せ
じ
ゃ

な
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
知
っ

た
か
ら
で
す
。
私
は「
え
、ど
う
し
て
幸
せ
じ
ゃ

な
い
の
」
と
、
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
最
初
は
幸
せ
じ
ゃ
な
い
人
は
、
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
お
金
が
な
い
家
庭
な
の
か
な
。
と

思
っ
て
し
ま
っ
た
自
分
が
い
ま
し
た
。
お
い
し

い
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
欲
し
い
服

を
買
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
す
る
か
ら
で

す
。

　
で
も
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
幸
せ
の
考
え

方
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
小
さ
な
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を

手
に
し
た
と
き
に
、
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
う
で

し
ょ
う
か
。「
と
て
も
う
れ
し
い
。
幸
せ
だ
。」

と
思
う
人
も
い
れ
ば
、「
な
ん
だ
、
こ
れ
っ
ぽ
っ

ち
か
。」
と
思
う
人
も
い
ま
す
。
自
分
だ
っ
た

ら
好
き
な
物
を
も
ら
っ
た
時
に
は
幸
せ
と
感
じ

ま
す
が
、
そ
れ
が
い
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
ら
、

何
も
思
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
家
族
に

「
幸
せ
っ
て
何
だ
と
思
う
。」

と
、
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
母
が
、

「
人
の
価
値
観
は
様
々
だ
か
ら
ね
。
人
に
よ
っ

て
違
う
と
思
う
よ
。」

と
、
言
い
ま
し
た
。
じ
ゃ
あ
、
幸
せ
っ
て
何
な

の
だ
ろ
う
。
私
は
、
考
え
て
い
く
う
ち
に
頭
の

中
が
混
乱
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、「
幸
せ
じ
ゃ
な
い
」
と
言
う
人
は
、

自
分
と
人
と
を
比
べ
て
し
ま
っ
た
り
、
完
ぺ
き

を
追
い
求
め
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
こ
と
が
好
き
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
人
が
多
い
そ
う
で
す
。
次
に
、「
幸
せ
」

と
言
う
人
は
、
経
験
す
る
こ
と
や
自
分
を
信
じ

る
こ
と
が
で
き
る
人
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
し
、
自
分
が
好
き
な
人
が
多
い
そ
う
で
す
。

こ
れ
を
見
て
、
私
は
「
な
る
ほ
ど
。」
と
、
思
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い
ま
し
た
。

　
私
は
、
よ
く
友
達
や
家
族
に
、

「
幸
せ
そ
う
だ
ね
。」

と
、
言
わ
れ
ま
す
。
で
も
、
こ
ん
な
私
で
も
、

友
達
に
悪
口
を
言
わ
れ
た
り
、
け
ん
か
し
た

り
し
て
落
ち
込
む
と
き
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
に
い
つ
も
思
う
こ
と
は
、「
く

よ
く
よ
悩
ん
で
も
し
ょ
う
が
な
い
。」
と
、

い
う
こ
と
で
す
。
い
つ
か
「
泣
い
て
も
一
日
、

笑
っ
て
も
一
日
。
同
じ
時
間
を
過
ご
す
な
ら

ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
」
と
言
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
苦
労
し
た
ら
苦
労
し
た

分
、
幸
せ
と
楽
し
さ
が
自
分
に
返
っ
て
く
る

と
思
う
の
で
、
悩
ん
だ
り
、
苦
労
し
た
り
す

る
こ
と
も
時
に
は
ひ
つ
よ
う
か
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
笑
顔
で
楽
し
く
過
ご

し
た
い
で
す
。
私
は
、
何
か
あ
っ
た
時
に
は
、

気
持
ち
を
切
り
か
え
楽
し
い
こ
と
を
考
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ま
た
、

や
る
気
が
わ
い
て
く
る
の
で
す
。

　
や
は
り
、「
幸
せ
」
に
な
る
た
め
に
は
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
、
前
向
き
に
生
き
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
家
族

と
話
し
た
り
、
調
べ
た
り
し
て
い
く
う
ち
に
、

こ
ん
な
「
幸
せ
」
な
毎
日
を
、
私
が
送
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
の
は
、
家
族
み
ん
な
が
私

の
お
手
本
で
、
明
る
く
生
き
て
い
る
か
ら
だ

と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
誰
で
も
、
落
ち
込
ん
だ
り
不
幸
だ
と
感
じ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、

そ
ん
な
時
は
「
自
分
は
生
き
て
い
る
だ
け
で

す
ご
い
ん
だ
。」
と
、
プ
ラ
ス
思
考
で
気
持

ち
を
切
り
か
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
「
幸
せ
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う

か
ら
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
、
も
っ
と
自
分
を
好

き
に
な
っ
て
、
幸
せ
な
毎
日
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

 

み
ん
な
ち
が
っ
て
　
み
ん
な
い
い

　
　
　
　  

古
殿
小
学
校
六
年
　
矢
吹
　
結
音

　「
み
ん
な
と
ち
が
う
こ
と
」
は
、
ダ
メ
な
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
年
の
夏
休
み
に
「
魔

女
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
わ
た
し
」
と
い
う
一

冊
の
本
を
読
み
ま
し
た
。こ
の
物
語
を
読
ん
で
、

み
ん
な
と
ち
が
っ
た
と
こ
ろ
の
あ
る
人
は
「
魔

女
」
と
呼
ば
れ
、
迫
害
さ
れ
て
い
た
と
い
う
歴

史
を
知
り
ま
し
た
。

  

主
人
公
の
ア
デ
ィ
と
い
う
女
の
子
は
、
自
閉

的
で
す
。
い
つ
も
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
自
分
の
心

を
抑
え
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
同
じ
く
自
閉
的
な

お
姉
さ
ん
は
、
抑
え
こ
み
過
ぎ
て
具
合
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
を
隠
す
こ
と
が

つ
ら
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に

ど
う
し
て
二
人
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
抑
え
こ

ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
本
当
の
自

分
を
隠
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
き
っ
と
自
分

さ
え
我
慢
す
れ
ば
、
そ
の
場
を
や
り
過
ご
せ
る

と
思
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
も
同

じ
よ
う
な
経
験
が
あ
り
ま
す
。

  

私
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
は
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
自
分
は

食
べ
ら
れ
な
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
赤

ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
な
の
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
夏
休
み
に
友
達
が
ア
イ
ス
を
食
べ

て
い
た
時
に
、自
分
は
食
べ
ら
れ
な
い
か
ら「
お

い
し
そ
う
、
い
い
な
」
と
見
て
い
ま
し
た
。
家

族
と
い
る
時
も
同
じ
で
す
。
自
分
が
我
慢
す
れ

ば
周
り
の
人
は
食
べ
た
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
ま

す
。「
私
も
食
べ
た
い
、
食
べ
ら
れ
る
か
な
」

と
言
っ
た
ら
迷
惑
が
か
か
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
。だ
か
ら
自
分
の
心
を
抑
え
こ
み
ま
す
。

み
ん
な
が
気
に
し
な
い
よ
う
に
笑
顔
で
い
た

り
、
明
る
く
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
も
し
ま
す
。

  

で
も
、
我
慢
だ
け
で
は
な
い
ん
で
す
！
ア

デ
ィ
の
周
り
に
は
味
方
が
い
ま
し
た
。
家
族
や

友
達
、
優
し
い
先
生
で
す
。
そ
し
て
、
同
じ
よ

う
に
私
に
も
た
く
さ
ん
の
味
方
が
い
ま
す
。
学

校
で
は
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
私
専
用
の

水
道
が
あ
っ
た
り
、
教
室
で
は
座
席
の
順
番
を

工
夫
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な

が
食
べ
て
い
る
給
食
が
う
ら
や
ま
し
く
な
ら
な

い
よ
う
に
、
お
母
さ
ん
が
作
る
毎
日
の
お
弁
当

は
、
給
食
と
似
て
い
る
も
の
に
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
一
番
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
絶
対
食
べ

ら
れ
な
い
は
ず
の
オ
ム
ラ
イ
ス
を
カ
ボ
チ
ャ
パ

ウ
ダ
ー
で
作
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
時

は
、
食
べ
る
前
も
後
も
お
母
さ
ん
の
や
さ
し
さ

が
感
じ
ら
れ
て
も
の
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た

し
、
最
高
に
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

  

ア
デ
ィ
は
、
授
業
の
中
で
、
魔
女
と
呼
ば
れ

て
命
を
落
と
し
た
人
が
い
た
歴
史
を
知
り
、「
魔

女
の
慰
霊
碑
」
を
作
ろ
う
と
運
動
を
起
こ
し
ま

し
た
。
で
す
が
初
め
は
、
み
ん
な
と
ち
が
う
と

こ
ろ
が
あ
る
ア
デ
ィ
が
考
え
た
こ
と
は
、
な
か

な
か
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

何
度
も
う
っ
た
え
続
け
、
慰
霊
碑
は
つ
い
に

建
っ
た
の
で
す
。
み
ん
な
と
ち
が
う
と
こ
ろ
が

あ
る
と
か
、
変
わ
っ
て
い
る
と
か
そ
ん
な
こ
と

は
関
係
な
く
て
目
標
に
立
ち
向
か
う
姿
を
か
っ

こ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
今
、
小
麦
を
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
少
し
ず
つ
練
習
し
て
い
ま

す
。
口
の
中
で
違
和
感
が
あ
り
、
正
直
食
べ
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
ア
デ
ィ
の
よ
う
に

あ
き
ら
め
ず
続
け
て
い
け
ば
、
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
続
け
て
い

き
ま
す
。

　「
み
ん
な
と
ち
が
う
こ
と
」
は
、
決
し
て
悪

い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
、

ち
が
い
が
あ
る
こ
と
は
当
然
だ
し
、
逆
に
個
性

が
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
と
て
も
楽
し
い
こ
と
で

す
。
私
の
周
り
に
も
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
人
が

い
ま
す
。
よ
く
し
ゃ
べ
る
人
、
ち
ょ
っ
と
い
じ

け
ち
ゃ
う
人
。
大
人
し
い
け
ど
し
っ
か
り
し
て

い
る
人
、
す
ぐ
ふ
ざ
け
ち
ゃ
う
け
ど
た
く
さ

ん
笑
わ
せ
て
く
れ
る
人
、
感
動
し
て
す
ぐ
泣
い

ち
ゃ
う
人
、
困
っ
た
時
に
ヒ
ー
ロ
ー
み
た
い
に

助
け
て
く
れ
る
人
。
み
ん
な
素
敵
な
自
分
ら
し

さ
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ち
が

う
と
こ
ろ
を
お
た
が
い
に
認
め
合
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自

分
も
周
り
も
、
ど
ち
ら
の
存
在
も
大
切
に
思
い

や
り
な
が
ら
少
し
ず
つ
大
人
に
な
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
）
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10 月下旬に 6 年 2 組の社会のクラスで研究公開授業がありました。古殿町の小学校と中学校は令和 3
年度から 5 年度まで ICT 教育事業の研究校に選ばれており、今回の研究公開で 3 年目の集大成となりま
した。

1 年目はタブレット端末を導入して間もなかったため、比較的授業に応用しやすい Google Jamboard
（グーグルジャムボード）を社会科の話し合いの場面で活用しました。児童達は 4 年生だったものの、一
生懸命に使いこなしている姿を見学してもらうことができました。2 年目は活用の幅をさらに広げようと、
Google スプレッドシートで集約した児童達の意見をテキストマイニング※でわかりやすく可視化するという
方法を授業で取り上げました。

そして 3 年目の今年は、社会科で「織田信長と豊臣秀吉、天下統一の働きが大きかったのはどちらか？」
というテーマをもとに討論会を行ないました。今回は話し合いの要点を各チームで短い動画にまとめる場面、
討論の結果発表の際に投票する場面、最後にまとめの復習で早押しクイズ大会をする場面でタブレット端
末を活用しました。

この 3 年間を通して学校生活の中で教員や児童がタブレット端末を使う姿が日常になりました。この事業
名は『未来の教室』というのですが、本当に名前通りの環境が整いつつあります。今後は福島県内のすべ
ての教育機関がこのような姿になっていけばいいなと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※膨大な単語や文章の中から有益な情報を分析して抽出すること。

vol.33－ 地域おこし協力隊通信（土屋） －－ 地域おこし協力隊通信（土屋） －

3 年間の集大成

10 月に町公民館で行なわれた高齢者学級にて、エンジェル先生と一緒にフィリピン料理教室を開催しま
した。作った料理は「バナナトロン」というお菓子で、フィリピンではよく屋台で売られている食べ物だ
そうです。簡単にいうとバナナ春巻きのようなお菓子です。春巻きの皮にバナナとシナモンや砂糖を入れ、
包んで揚げます。出き上がると、中のバナナが少し溶けてサクッとろの食感が楽しく、美味しいです。

また、料理教室を通してフィリピンの環境や文化なども紹介しました。私も東南アジアの熱帯地域に暮
らしたことがありますが、そのような地域ではこうした油で揚げた料理が多い気がします。実際にマレー
シアにはバナナの天ぷらがあり、おやつ替わりによく食べたものでした。

昨年は英会話と異文化理解を絡めた講座を開催し、簡単な英語表現や海外から見た日本語についてお話
しさせていただきましたが、今年は料理教室という形で、より五感を使った体験授業になったのではと思
います。比較的簡単なレシピとなっておりますので、ぜひおうちで作ってみてはいかがでしょうか。

バナナトロンに挑戦

▲︎秀吉チームの動画の紹介

▲︎巻き巻き

▲︎討論の作戦会議中

▲︎こんがり揚がりました♪

▲︎大勢の見学者が！壮観！

▲︎いただきます！
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vol.24－ 地域おこし協力隊通信（吉田） －－ 地域おこし協力隊通信（吉田） －

　11 月 19 日（日）、東京都足立区綾瀬で開催された「ア
ヤセぐるぐる博」へ、豆洋裁店さんと出店させていただき
ました。
　綾瀬で「あやせのえんがわ」という交流スペースを運営
されている森川さんとのご縁から、こちらのイベントへの
出店に至りました。森川さんは、私が初めてあやせのえん
がわを訪問した時から古殿のコトや人に大変興味を持って
くださり、春のフルドノタイムを利用して家族で遊びに来
てくださっていました。そこから古殿の方々との交流も生
まれ、綾瀬で、古殿の魅力を発信してくださっています。
　イベントが開催された足立区は「SDGs 未来都市」と「自
治体 SDGs モデル事業」にダブル選定されており、SDGs
事業を推進しています。「ぐるぐる博」は「良人良店、集結」をテーマにした SDGs イベントで、古殿でアッ
プサイクルに取り組んでいる豆洋裁店さんの活動が目に留まり、お声がけくださいました。私たちのブー
スでは豆洋裁店さんの米袋トートバッグが大ヒット！米袋は見慣れているものですが、カタチや見る人に
よって印象がガラリと変わるようで、会場での反応は新鮮でした。私たちにとっては見慣れた物でも、意
外と面白いものが身近に眠っているかもしれないと思いました。
　多世代交流スペースつなやさんちでも、豆洋裁店さんと、古着の回収などを行っています。1 月から「服
の循環」をテーマにした企画もはじめる予定ですので、ぜひお気軽に遊びにいらしてください！

東京・綾瀬のイベントに参加してきました！

vol.15－ 地域おこし協力隊通信（エンジェル） －－ 地域おこし協力隊通信（エンジェル） －

11 月 22 日（水）、大熊町で開催された「地域の担い手文化祭」に、地域おこし協力隊の土屋さん、吉
田さんとともに参加しました。このようなイベントに参加するのは初めてで日本語に自信がなかったの
で、参加できるか少し心配でした。しかし、吉田さんが古殿町での私の活動を紹介するために、参加す

るように勧めてくれました。　　
 私たちのブースでは、クッキーの販売や古殿町民の方々の作品

を展示したり、流鏑馬ピンバッジやステッカーを配布したりしま
した。イベント中は、他市町村の地域おこし協力隊員や福島県内
から来た人たちと交流することができました。

JICA の国際協力推進員がブースに来て、「なぜ地域おこし協力
隊になったのか」と尋ねられました。私は彼女に「私は外国人な
のではじめは地域おこし協力隊の意味が分かりませんでしたが、
古殿町で何ヵ月も働いているうちに、それが何を意味するのか、
古殿町の活性化活動にどのように貢献できるのかを徐々に理解で
きるようになりました」と答えました。

１日中ブースに立ち続けて疲れましたが、町を紹介できたこと、
また他市町村の地域おこし協力隊の方々から多くのことを学ぶこ
とができたことに感謝しています。最近は、土屋さんと吉田さん
と一緒に行うイベントの企画や準備を行っており、３人でイベン
トをできることが楽しみです。

「地域の担い手文化祭」へ参加

◀︎イベントブース

▲︎豆洋裁店さんと出店しました！
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「アスラン &Amu」
です。ありがとう！

「ココア」です。
よろしくね！

お知らせしたいことや学校での出来事、自慢のペットや
趣味など何でもお寄せください。みなさんにご紹介します。

ひろばは皆さんが参加するページです

今月の献立 鶏ひき肉の３色ロール鶏ひき肉の３色ロール

❶さやいんげんは筋を取る。にんじんは皮をむき、
　７mm角の棒状に切る。熱湯で茹で、水気を切る。
❷チーズは７mm角の棒状に切る。
❸油揚げは熱湯で茹で油抜きをし、長い１辺を残し３辺

を切り、中を開き広げる。
❹鶏ひき肉とAを粘りが出るまで混ぜる。
❺ラップの上に油揚げの表を下にしておき、❹の半分量

をのせ広げる。手前から１/３のところにさやいんげ
ん、にんじん、チーズをのせラップごと巻き両端をね
じってとめる。同様にもう１本作る。

❻蒸気が上がった蒸し器で約１０分蒸す。
 ※蒸し器の代わりに電子レンジで火を通すこともできます。
　 竹串を刺して透き通るくらいの汁が出れば、火が通った証拠
　 です。

作 り 方

１人分の栄養価…157kcal　 
たんぱく質 11.7ｇ　カルシウム 63ｇ　食塩相当量 0.8ｇ

　鶏ひき肉は小さな子供や高齢者にも抵抗なく食べられる食材です。
さやいんげんの代わりに長ねぎや固めに茹でたほうれん草、きのこ類を
使ってみてもおいしくいただけます。
　鶏ひき肉と油揚げ、チーズを使用しているので、良質なたんぱく質が
摂取できます。野菜を多く加えればさらにボリュームがアップします。

材　料（４人分）
鶏ひき肉 ……………………… 180ｇ　　

卵 ……………………… 1/2個
片栗粉 ……………… 大さじ1/2
しょうゆ ………………… 小さじ1
しょうが汁 ……………… 小さじ1
塩 ………………………… 少々

さやいんげん …………………… 30g
にんじん ………………………… 30g
プロセスチーズ ………………… 30g
油揚げ …………………………… ２枚

　

A

　12 月 12 日（火）、ふるどのこども園で餅つき体験が
行われました。
　 餅をつく園児は、臼に入ったもち米を一生懸命につき、
見ている園児たちは、餅つきの歌を歌ってみんなで餅つ
きを楽しんでいました。
　ぞう組（５歳児）の園児たちは、ついたお餅で鏡もち
を作り、それぞれ思い思いの鏡もちが出来上がりました。

餅つき体験

◀︎一生懸命に餅をつく園児

H14（2002）2 月号 No.234 広報より
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みんなで健康づくり
チャレンジ！

コラム
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【問い合わせ先】　古殿町健康管理センター　☎ 53-4038
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除雪機安全協議会
（事務局：（一社）日本農業機械工業会）

http://www.jfmma.or.jp/jyoankyo.html

除雪機安全協議会 検索

必ず取扱説明書をよく読んで、正しい使い方を理解してください。
搭載された安全機構の使い方を理解し、正しく利用してください。
除雪機安全協議会では「歩行型除雪機の安全規格」を策定し、
普及に努めています。

使用者の責任において、正しく、安全に作業しましょう。

エンジンを
 掛けたまま
  離れない！

人が
 いる時は
　使わない！

雪かき棒を

　　使って！
後方
　 注意！

作業の時以外は、
必ずエンジンを止める。
作業の時以外は、
必ずエンジンを止める。

作業中は、
絶対にまわりに人を近づけない。
作業中は、
絶対にまわりに人を近づけない。

事故を防ごう!除雪機
  による
除雪機
  による

雪詰まりを取り除く時は、
エンジンを止めて必ず雪かき棒を使う。
雪詰まりを取り除く時は、
エンジンを止めて必ず雪かき棒を使う。

後進する時は、
足もとや後方の障害物に気をつける。
後進する時は、
足もとや後方の障害物に気をつける。
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除雪機を安全にお使い頂くために

除雪中の事故が起こる原因を知り、正しく使用してください。

歩行型除雪機の重大事故の主な事故要因

手を離すと自動的に除雪機が止まる、大切な
安全機構です。器具で固定したり、ひもで
縛ったりして無効化するのはやめましょう。

デッドマンクラッチ機構

安全機構の無効化は非常に危険!!
上下のバーとも後進時に
押すと機械が停止します。
※令和5年4月以降の350kg以上
の生産モデルに適用されてい
ます。

後進時非常停止装置

作業時には必ずクリップを
体に付けてください。クリップ
を体に付けておけば、機械
から離れた時に停止させる
ことが出来ます。

緊急停止クリップ

ボタンを押すと機械が停止
します。

緊急停止ボタン

デッドマンクラッチ機構を固定して無効化すると、
除雪機が止まらず、思わぬ重大な事故になります。

出典：NITE NewsRelease（R3年12月23日）
　　 事故事象別の事故発生件数より。

41％

22％
11％

24％
詰まった雪を取り除こうとして
怪我を負った事故

その他

後ろの壁と除雪機の間に
挟まれた事故

除雪機の
下敷きになった事故

オーガに巻き込まれた事故

●定期点検を行う。特に安全機構が正常に動作するかを確認する。安全機構が正しく作動しない状態では絶対使用しない。

注意喚起事項注意喚起事項

古い機械（平成16年4月以前）にはデッドマンクラッチ機構が装備されていない機種もあります。

●作業前には取扱説明書をよく読んで、正しい使い方を理解する。
●屋根からの落雪には十分注意して作業する。
●屋内や換気の悪い場所では一酸化炭素中毒の恐れがあるので
エンジンをかけない。
●雪を飛ばす方向に注意する。
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町　の　人　口町　の　人　口
住民基本台帳人口

11月30日現在（前月比）
世帯数 1,746 世帯（ - ４）

人　口 4,660 人（ - 11）

男 2,311 人（ - ５）

女 2,349 人（ - ６）

役場の電話番号
0247-53-3111（代表）

FAX	 ５３-３１５４
FAX	 ５３-４５１１
ホームページ
https://www.town.furudono.fukushima.jp/
E メール
info@town.furudono.fukushima.jp

●総　務　課	 ５３-４６１１
　　		〃	 ５７-８７７８
●地域整備課	 ５３-４６１２
　　		〃	 ５３-４６１５
●産業振興課	 ５３-４６１３
　　		〃	 ５３-４６２０
●農業委員会	 ５３-４６１４
●健康福祉課	 ５３-４６１６
●住民税務課	 ５３-４６１７
　　		〃	 ５３-４６１８
●出　納　室	 ５３-４６１９
●議会事務局	 ５３-４６２１
●教育委員会	 ５３-３６５５
●公　民　館	 ５３-２３０５
●ふるどのこども園	 ５７-５７３６
●健康管理センター	 ５３-４０３８

　おふくろの駅	 ５３-４０７０
　ふるどの荘	 ３２-１１８０
　社会福祉協議会	 ５３-４３９４
　古殿小学校	 ５３-２０４９
　古殿中学校	 ５３-３１３５

●福島いのちの電話●
悩み苦しみ、助けを求めている方々に寄り添い、支えになることを目的に「福島いのちの電話」は 1996 年 5 月

18 日に設立され、翌年の 9 月 1 日に全国 43 番目のセンターとして電話相談を開局（☎ 024-536-4343）しました。
ひとりで悩まずご相談ください。

お知らせ

令和５年度ネット・ゲーム依存問題　家族ミーティングのお知らせ

司法書士による「全国一斉生活保護相談会～困難をとも
に乗り越えよう～」開催のお知らせ

　ゲーム障害が 2019 年 WHO で病気として認められるなど、ゲーム・ネット依
存は世界中でも深刻な問題となっています。ネット・ゲーム依存は、自分の意思や
精神力ではコントロールできなくなる病気で、家族周囲を巻き込む病気でもあり
ます。当教室では、依存症の正しい知識を学び、問題解決の方法を考えます。

【対 象 者】　ネット・ゲーム依存の問題を抱えているご家族（依存問題を抱える
　　　　　　対象者の年齢は、小学校高学年～20 歳代前半とします。なお、
　　　　　　ご本人の参加は不可です。）

【開催日時】　1 月 26 日（金）、2 月 16 日（金）　13 時 30 分～ 15 時 30 分
【開催場所】　福島県精神保健福祉センターデイケア室等 ※オンライン参加も可能
【内　　容】　依存症対応のセッション、家族ミーティング等
【参  加  費】　無料
【参加方法】　参加される方は事前申し込みが必要です。ご連絡ください。
【申込み・問い合わせ先】福島県精神保健福祉センター　☎０２４－５３５－３５５６

　福島県青年司法書士協議会と全国青年司法書士協議会は、生活保護に関する
電話相談会を開催します。

【開催日時】　1 月 28 日（日）　10 時～ 18 時
【電話番号】　０１２０－０５２－０８８（フリーダイヤル）
相談料は無料です。秘密は厳守します。
【問い合わせ先】福島県青年司法書士協議会　☎０２４２－２３－８６１５

お子さまの教育資金を「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）がサポート
　「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、専修学校、各種学校や外国の高校、
大学等に入学・在学するお子さまをお持ちのご家族を対象とした公的な融資制度
です。

【ご融資額】　お子さま１人につき 350 万円以内
【金　　利】　年 2.25％
　　　　　　※母子家庭の方などは年 1.85％（令和 5 年度 11 月 1 日現在）

【ご返済期間】18 年以内
詳しくは、ホームページ「国の教育ローン」で検索又は以下までお問い合わせくだ
さい。
【問い合わせ先】教育ローンコールセンター
☎０５７０－００８６５６（ナビダイヤル）または　☎０３－５３２１－８６５６

相続した登記されていない建物の登記について
Ｑ　亡くなった親が建てた建物が登記されていない場合はどのような手続きをすれ

ばよいですか？
Ａ　まずは、福島県土地家屋調査士会のホームページにて、お近くの土地家屋調

査士を探すなどしてから、その土地家屋士にご相談ください。相談を証明する
書類、遺言書や遺産分割協議書等、親が建物の所有者であったことの証明が
必要になります。

　　 建物図面・各階平面図を作成し、建物表題登記を法務局に申請します。
※   「令和６年４月１日から相続登記が義務化されます。」
　   「あなたと家族をつなぐ相続登記」　
【問い合わせ先】福島県土地家屋調査士会　☎０２４－５３４－７８２９
福島地方法務局　☎０２４－５３４－２０４５
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　国が運営しているマイナポータルの「ぴったりサービス」では、マイナンバーカードを使用
してスマートフォンやパソコンで「子育て」・「高齢者・介護」・「引越しの申請」等の手続きを
役場に来なくてもすることができます。
　ぜひ、ご利用ください。
※一部使用できないスマートフォンもございます。

マイナポータル「ぴったりサービス」について

ぴったりサービス

分 譲 地 名 ： フォレストタウン上町
所 在 地 ： 石川郡古殿町大字竹貫字上町地内（旧古殿保育所跡地）
販 売 区 画 数 ： ６ 区画
販 売 価 格 ： 3,758,280 ～ 3,881,400 円
販 売 受 付 ： 随時受付中

※午前８時 30 分～午後５時 15 分まで（年末年始、土日祝日を除く）
販 売 担 当 ： 古殿町役場　総務課　企画推進係（☎ 0247-53-4611）

宅宅 地地 分分 譲譲 中中 ‼‼
古殿町では、町が保有する宅地の分譲を
下記内容により行っています。
ご希望される方は販売担当までご連絡下さい。

ホ ー ム ペ ー ジ

●ひきこもりについて悩まず相談ください●
「ひきこもり」は、様々な要因がいくつも複雑に絡み合っている場合があり、自分たちだけで何と

かしようと思うと、不安も心労も増えていきます。「ひきこもり」の長期化を防ぐためにも、早めに
相談ください。（健康福祉課 ☎ 53 － 4616）また県でも、「福島県ひきこもり相談支援センター」
（☎ 024 － 573 － 0866）を設置していますので、悩まず相談ください。相談は秘密厳守で行います。 ひきこもり相談支援センター

氏　　名 年齢 住　　所
常 盤 榮さん 93 竹 貫 字 上 町
鈴 木 信 子さん 85 松 川 字 横 川
緑 川 伸 広さん 65 田 口 字 内 畑
岡 部 豊さん 87 山 上 字 高 柄 木
石 林 ハ ル ヨさん 96 松川字八ヶ久保日向
緑 川 キ ク ノさん 99 田 口 字 山 下
生 田 目 賢さん 86 松 川 字 仁 田

おくやみ申し上げます11月届出分

氏　　名 住　　所

（ 新郎 我 妻 智 志 さん 竹貫字竹貫
新婦 佐 藤 か お り さん 石川町

いつまでもお幸せに
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31 1 2 3 4 5 6
元旦

㊩ひらた中央病院
　（平田村）
☎︎55-3333

㊩ひらた中央病院
　（平田村）
☎︎55-3333

㊩ひらた中央病院
　（平田村）
☎︎55-3333

7 8 9 10 11 12 13
消防団出初式
Fire	brigade	New	Year's	
Ceremony

二十歳を祝う会
C om i n g - o f - A g e 	 D a y	
Ceremony	for	20-year-olds

㊩ひらた中央病院
　（平田村）
☎︎55-3333

成人の日

㊩ひらた中央病院
　（平田村）
☎︎55-3333

小・中学校３学期
始業式
Elementary	 and	 Junior	
High	School	3rd	Semester	
Opening	Ceremony

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

運動サポート日
（9:00〜12:00）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

和楽居処
（わらいどころ）
（9:30 〜）
…健康管理センター
３か月児健診・脱臼検診
（13:00 〜）
…石川町保健センター

和楽居処
（わらいどころ）
（9:30 〜）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

14 15 16 17 18 19 20
図書館開館日
（10:00〜16:00）

㊩ひらた中央病院
　（平田村）
☎︎55-3333

運動サポート日
（9:00〜12:00）
…健康管理センター

乳児相談（9:30〜）
こども歯科クリニック
1歳6か月児・3歳児健診
（13:０0〜）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

運動サポート日
（9:00〜12:00）
…健康管理センター
離乳食教室
（９:30 〜）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

和楽居処
（わらいどころ）
（9:30 〜）
…健康管理センター

和楽居処
（わらいどころ）
（9:30 〜）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

21 22 23 24 25 26 27
図書館開館日
（10:00〜16:00）

㊩ひらた中央病院
　（平田村）
☎︎55-3333

運動サポート日
（9:00〜12:00）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

運動サポート日
（9:00〜12:00）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

和楽居処（わらい
どころ）（9:30〜）
…健康管理センター
オレンジカフェ
（9:30 〜11:30）
…コスモス荘
〈納税日〉
国民健康保険税（7期）
固定資産税（４期）

和楽居処
（わらいどころ）
（9:30 〜）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

28 29 30 31 1 2 3
図書館開館日
（10:00〜16:00）

㊩ひらた中央病院
　（平田村）
☎︎55-3333

運動サポート日
（9:00〜12:00）
…健康管理センター

こころの相談
（9:00 〜11:30）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

運動サポート日
（9:00〜12:00）
…健康管理センター

運動室夜間開放日
（17:30〜20:30）

編集・発行／古殿町役場総務課
〒 963-8304　福島県石川郡古殿町大字松川字新桑原 31　TEL 0247-53-3111　FAX 0247-53-3154　印刷／北日本印刷㈱
古殿町ホームページ　https://www.town.furudono.fukushima.jp/

１月
日
sun

月
mon

火
tue

水
wed

木
the

金
fri

土
sat

※㊩は休日当番医です。

ふるどのこども園生活発表会（12月２日）

地　区　名　District	name 燃えるごみ Burnable	garbage

全　地　区　 All	districts 毎週火・金曜日 Every	Tuesday	and	Friday

地　区　名
District	name

資源ごみ
Recyclable	garbage

燃えないごみ
Non-burnable	garbage

A
地
区

仙 石、鎌田、田口
Sengoku　		Kamata　	Taguchi

竹 貫、上 松 川、下  松  川
Takanuki　	Kamimatsukawa　Shimomatsukawa

11 ㈭ Thursday

25 ㈭ Thursday
4 ㈭ Thursday

18 ㈭ Thursday

B
地
区

下  山  上、上  山  上、
Shimoyamakami　		Kamiyamakami

論田、大久田
Ronden　　　Oguta

4 ㈭ Thursday

18 ㈭ Thursday
11 ㈭ Thursday

25 ㈭ Thursday

閉庁（１/３まで）
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